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図版１

１．墳丘　調査前 (南から )

２．墳丘　調査前 (北から )
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図版図版２
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１．トレンチ土層断面 (西から )

２．Ａ８・９グリッド土層断面 (西から )



トレンチ全景 (東から )

F9
号
墳

第
Ⅲ
ト
レ
ン
チ
（
1
）

図版３



図版図版４

F9
号
墳
第
Ⅲ
ト
レ
ン
チ
（
２
）

１．土層断面 (南東から )

２．Ａ２・Ｍ２グリッド土層断面 (南から )



２．Ｏ２・Ｐ２グリット土層断面 (南から )

１．Ｎ２・Ｏ２グリッド土層断面 (南から )
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トレンチ全景 (北から )
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図版７
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１．土層断面 (北東から )

２．Ｃ－５・－６グリッド土層断面 (東から )
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１．墳丘　調査前 (東から )

２．墳丘　調査前 (南東から )



トレンチ全景 (東から )
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１．土層断面 (南東から )

２．土師器片・須恵器片出土状況 (南東から）



土師器・須恵器：S=1/3
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図版 11
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２．集合写真

１．現地説明会中継
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所 収 遺 跡 名 種　別 時　代 主な遺構・遺物 特記事項

穂高古墳群
Ｅ６号墳

古　墳 古墳後期

直径約18.5ｍ、高さ約2.5ｍの円墳。
無袖の横穴式石室。
土師器・須恵器・武具・装身具など
が出土。

烏川左岸の河岸段丘上に位置するＥ群
の中でも最大規模を誇り、狐塚と通称
される５基の古墳のうちの１基。

穂高古墳群
Ｆ９号墳

古　墳
古墳後期

近世
近代

直径約12.0ｍ、高さ約1.3ｍの円墳。
無袖の横穴式石室。
土師器・須恵器・武具・装身具など
が出土。

烏川右岸の扇状地上に位置するＦ群の
中でも最も上位に立地し、二つ塚と通
称される２基の古墳のうちの１基。

要　約
　本書は、平成21(2009)年度から國學院大學考古学実習の一環として実施している穂高古墳群Ｆ９号墳の第12次調査、および令
和３(2021)年度から実施したＥ６号墳の第１次調査報告書である。Ｆ９号墳では、墳端部の把握と、墳丘規模の最終的な確認を
目的として第Ⅰトレンチ・第Ⅲトレンチ・第Ⅳトレンチを再調査した。Ｅ６号墳では、墳丘・周辺地形の測量を継続するとと
もに、墳丘の範囲確認を目的として石室主軸に直交するトレンチを墳丘東側に設定して発掘調査を行った。

文化財保護・教育普及・学術研究を目的とする場合は、著作権(発行)者の承諾なく、この報告書を複製して利用できます。利用に
あたっては出典を明記してください。なお、PDF版を全国遺跡報告総覧で公開しています。
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